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明治学院大学　総務部研究支援課

No． 区分

所属 文学部 英文学科 職位 教授

氏名 佐藤　努

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 2か月

研究課題

所属 文学部 英文学科 職位 准教授
※1

氏名 HULLAH Paul William

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 2か月

研究課題

所属 文学部 英文学科 職位 教授

氏名 PRONKO Michael

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 2か月

研究課題

所属 文学部 フランス文学科 職位 教授

氏名 齊藤　哲也

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 2か月

研究課題

所属 文学部 芸術学科 職位 教授

氏名 山下　裕二

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 文学部 教職課程 職位 教授

氏名 岡明　秀忠

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

6 国内研究

教育実習に行くためにどのような準備が必要かに関する研究

国内

4 国外研究 フランス国立図書館（フランス共和国） 他

「シュルレアリスムの発生と展望           100年目にシュルレアリスム美術を問い直す」

5 国内研究

日本美術史を更新するための研究

国内

2 国外研究
チチェスター大学・キングストン大学（イギリス）

アイリス・マードックと禅宗思想、日本思想、日中思想との親和性、交流

そして彼女の詩と道徳哲学にヨーロッパ・ロマン主義の側面を取り入れた探求

3 国外研究 Tulane University（アメリカ合衆国） 他

アメリカ文化における視覚的媒体としてのジャズ

研究サバティカル報告者一覧(2024/4～2025/3 適用)

氏名

1 国外研究
タヒチアン・アカデミー（フレンチ・ポリネシア）

タヒチ語の長短母音の継続時間長の割合と言語的機能



No． 区分 氏名

所属 経済学部 経済学科 職位 准教授
※1

氏名 犬飼　佳吾

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 経済学部 経済学科 職位 教授

氏名 中野　聡子

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 経済学部 経営学科 職位 准教授

氏名 赤松　直樹

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 11か月

研究課題

所属 経済学部 経営学科 職位 教授

氏名 齊藤　嘉一

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 経済学部 国際経営学科 職位 教授

氏名 渥美　利弘

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 経済学部 国際経営学科 職位 教授

氏名 生方　雅人

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

12 国内研究

金融市場の計量分析～リスク評価と予測～

国内

10 国内研究

ソーシャルメディア上での消費者投票行動の研究

11 国内研究

日本的雇用とグローバル化

国内

国内

8 国内研究

限界革命期のエッジワースの契約モデルの現代的意義

9 国外研究

逐次的な選択場面を想定した消費者の意思決定プロセスの解明

国内

カーティン大学（オーストラリア）

7 国内研究

社会的選好の認知・行動・神経基盤

国内



No． 区分 氏名

所属 経済学部 国際経営学科 職位 准教授

氏名 松園　保則

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 社会学部 社会学科 職位 教授

氏名 半澤　誠司

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 社会学部 社会学科 職位 教授

氏名 元森　絵里子

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 社会学部 社会福祉学科 職位 教授

氏名 明石　留美子

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 社会学部 社会福祉学科 職位 教授

氏名 茨木　尚子

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 法学部 法律学科 職位 教授

氏名 渡邊　充

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

18 国内研究

「法人税法34条の役員給与課税に対する今日的分析と損金算入規制についての廃止論の研究」

国内

16 国内研究

「カンボジアにおける生活課題と社会福祉支援ー日本に移住する人々の母国での生活状況を理解する」

「母親の就労と子どもー母親の養育役割認識と就労の子どもへの影響」

17 国内研究

障害者福祉領域における当事者参画および反抑圧的実践に焦点をあてたソーシャルワークのあり方につ

いて

国内

国内

14 国内研究

変化する日本のアニメーション産業

15 国内研究

近現代日本の子ども観の歴史社会学的考察ーー言説史と事例研究からーー

国内

国内

13 国内研究

1.Move Analysis of Model Responses for IELTS Academic Writing Task 1

2.The Impact of the Process Approach on Timed Writing Performance of EFL University Students in

Japan

国内



No． 区分 氏名

所属 法学部 消費情報環境法学科 職位 准教授
※1

氏名 倉重　八千代

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 法学部 グローバル法学科 職位 教授

氏名 蛯原　健介

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 3か月

研究課題

所属 法学部 政治学科 職位 准教授

氏名 久保　浩樹

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 9か月

研究課題

所属 国際学部 国際学科 職位 教授

氏名 阿部　浩己

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 6か月

研究課題

所属 国際学部 国際学科 職位 教授

氏名 久保田　浩

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 国際学部 国際学科 職位 教授

氏名 浪岡　新太郎

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 6か月

研究課題

23 国内研究 国内

近代国民国家の形成と宗教的ナショナリズム。

両者の関連を以下の二点に着目して考察する。

①19世紀後半から1945年までのドイツにおける諸宗教運動に見られるNation概念の特徴、

②ヨーロッパにおける「宗教的・文化的他者」に関する記憶・記録・伝承の構築。

24 国外研究 パリ政治学院（フランス）

リベラルな排外主義における反差別運動の可能性と限界--フランスにおけるイスラモフォビアの事例

21 国外研究 エセックス大学政治学部（イギリス）

先進諸国の国内対立と政党、および政策過程

22 国外研究 ヨーク大学難民研究センター（カナダ）

カナダにおける難民保護の実際

20 国外研究

公法学における「柔軟な異文化理解力」の意義と可能性

ソウル市立大学校（大韓民国）

19 国内研究

インターネット取引の進展に伴う法的課題　～アメリカ法からの示唆～

国内



No． 区分 氏名

所属 国際学部 国際学科 職位 教授

氏名 半澤　朝彦

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 国際学部 国際キャリア学科 職位 教授

氏名 GILL Thomas Paramor

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 心理学部 心理学科 職位 教授

氏名 伊藤　拓

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 心理学部 心理学科 職位 教授

氏名 田中　知恵

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 心理学部 心理学科 職位 教授

氏名 宮本　聡介

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 教養教育センター 職位 教授

氏名 嶋田　彩司

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

29 国内研究 国内

潜在意識の理解メカニズムの解明

30 国内研究 国内

１,『松山高吉史料選集』に関わる研究

２,『井深梶之助日記』の刊行

27 国内研究 国内

望む未来のビジョンが主観的ウェルビーングと抑うつに与える影響の検討、および

COVID-19パンデミック下およびその後における健康行動の心理的予測因の検討

28 国内研究 国内

１．感情共有の機能に関する実験的検討

　　：関係構築と集合的態度形成における役割

２．ノスタルジー感情が自己と集団の連続性に及ぼす影響

３．コミュニケーション時の脳活動に関する検討

25 国内研究 国内

グローバルヒストリーの視点からの近現代の国際秩序史研究

26 国内研究 国内

『線を引くこと：福島原発事故と政府の対策がもたらした地域社会分断と共同体崩壊』

On the Drawing of Lines: How the Fukushima Nuclear Disaster and the Government's

Response Divided People and Destroyed Communities.



No． 区分 氏名

所属 教養教育センター 職位 教授

氏名 張　宏波

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 10か月

研究課題

所属 教養教育センター 職位 教授

氏名 鄭　栄桓

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

所属 教養教育センター 職位 准教授

氏名 長谷部　美佳

研究期間 2024/4/1-2025/3/31

研究機関 滞在 11か月

研究課題

（学部・学科・カナ氏名順）

※1 職位は候補者決定時点(2024年5月末)

33 国外研究 Japan Research Center（英国）他

移民・難民の社会統合と移民政策、移民コミュニティの在り方についての日英（仏）の比較的検討

移民による社会運動の在り方とジェンダーに注目して

31 国外研究 華東政法大学（中国）

建国期中国の平和主義と国際関係に関する研究

 ・対日戦犯裁判の検察史料調査

 ・戦争犯罪に関する当時の国際法に関する検討経過の調査

 ・拙著の中国語翻訳に関する訳者との共同作業

32 国内研究 国内

朝鮮民主主義人民共和国における旧日本在住朝鮮人の政治活動に関する歴史学的研究

：帰国事業開始（1959年12月）以前を中心に


